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「
多
く
の
人
に
支
え
ら

れ
て
き
た
。
今
後
も
業
界

全
体
の
技
術
力
向
上
に
尽

力
し
た
い
」
。

　

歳
で
父
・
正
治
氏
が

創
業
し
た
鹿
児
島
土
木
設

計
に
入
社
し
、
現
場
や
営

業
で
技
術
・
知
識
を
培
い
、


歳
の
若
さ
で
社
長
に
就

任
。
卓
越
し
た
先
見
性
で

当
時
ま
だ
珍
し
か
っ
た
電

算
自
動
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
る
な
ど
成
果
品
質
を
追

及
し
、

歳
で
県
測
量
設

計
業
協
会
の
理
事
に
就
い

た
。

　
後
継
者
不
足
が
懸
念
さ

れ
る
中
、
事
業
承
継
者
の

組
織
化
を
図
ろ
う
と
２
０

１
４
年
に
県
測
協
で
経
営

者
協
議
会
を
発
足
。
初
代

議
長
と
し
て
熟
練
経
営
者

と
の
パ
イ
プ
役
を
担
う
な

ど
、
人
材
育
成
や
業
界
発

展
に
力
を
注
い
だ
。

　
「
効
率
向
上
は
一
長
一

短
に
は
い
か
な
い
」
。
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
が
主
流
化
し
、

Ｕ
Ａ
Ｖ
で
の
測
量
や
３
次

元
デ
ー
タ
作
成
な
ど
「
時

代
に
合
っ
た
技
術
の
習
得

が
不
可
欠
」
と
語
る
。
そ

の
た
め
に
は
継
続
し
た
開

発
が
必
要
で
あ
り
、
適
正

な
利
潤
の
確
保
に
向
け
、

労
務
単
価
や
最
低
制
限
価

格
の
引
き
上
げ
を
要
望
し

続
け
て
い
る
。

　
県
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
協
会
で
は
３
期
６
年
に

わ
た
り
会
長
を
務
め
、
Ｒ

Ｃ
Ｃ
Ｍ
受
験
対
策
講
習
会

を
開
催
し
、
全
国
平
均
を

上
回
る
高
い
合
格
率
を
保

持
。
積
極
的
に
技
術
力
の

底
上
げ
を
図
っ
て
き
た
が
、

昨
年
大
病
を
患
っ
た
こ
と

か
ら
会
長
職
を
降
り
、
今

後
は
県
測
協
の
第
１
副
会

長
に
専
念
し
業
界
を
支
え

る
。

　
趣
味
は
映
画
鑑
賞
や
模

型
製
作
。
会
社
に
は
食
堂

や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
完

備
し
、
社
員
の
健
康
に
も

気
を
配
る
。
鹿
児
島
市
皇

徳
寺
台
４
丁
目
に
幸
子
夫

人
と
２
人
暮
ら
し
。
１
９

６
０
年
生
ま
れ
の

歳
。

(

老
谷
真
里
奈
・
報
道
部

記
者)

雅 餓

駕 介＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞

＜
＜
＜
＜
＜
＜
＜
＜
＜
＜
＜
＜
＜
＜
＜
＜
＜
＜
＜
＜
＜
＜
＜
＜
＜
＜
＜
＜
＜
＜

＞
＞
＞
＞
＞
＞
＞
＞
＞
＞
＞
＞
＞
＞
＞
＞
＞
＞
＞
＞
＞
＞
＞
＞
＞
＞
＞
＞
＞
＞

　
毎
日
の
朝
礼
で
、
社
員

に
必
ず
声
を
掛
け
る
言
葉

が
あ
る
。
「
い
い
仕
事
を

残
す
こ
と
に
全
力
を
」娃
。

会
社
そ
し
て
、
県
防
水
工

事
業
協
同
組
合
の
長
年
の

運
営
に
対
し
評
価
を
受
け

た
。
「
２
代
目
だ
か
ら
、

先
代
か
ら
受
け
継
い
だ
も

の
を
大
切
に
。
お
得
意
さ

ま
、
社
員
、
家
族
に
は
感

謝
し
て
い
る
」
。

　
父
・
一
氏
か
ら
引
き
継

い
だ
の
が
１
９
９
４
年
２

月
。
そ
れ
か
ら
代
表
取
締

役
と
し
て
、
社
員
を
引
っ

張
っ
て
き
た
。「
経
営
は
先

を
見
が
ち
だ
が
、
過
去
を

知
ら
な
い
と
先
は
見
え
な

い
。
温
故
知
新
の
言
葉
を

胸
に
や
っ
て
き
た
」
。
ま

た
、「
業
界
に
は
責
任
施
工

と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
社

員
の
技
能
の
高
さ
は
負
け

て
い
な
い
」
と
胸
を
張
る
。

　
２
０
０
７
年
に
は
県
防

水
工
事
業
協
同
組
合
の
理

事
長
に
就
任
。
業
界
を
代

表
し
て
内
外
に
向
け
技
能

士
の
重
要
性
と
地
位
向
上

を
呼
び
掛
け
る
。

　
会
社
と
し
て
は
創
業
か

ら

年
経
ち
、
組
合
は
来

年

周
年
を
迎
え
次
世
代

へ
バ
ト
ン
を
渡
す
時
期
に
。

「
技
を
証
明
す
る
技
能
検

定
の
取
り
組
み
を
進
め
、

評
価
を
高
め
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
発
注
者
や
施
主
の

期
待
に
沿
え
る
よ
う
に
技

能
士
の
育
成
を
行
っ
て
い

け
れ
ば
」
。

　
最
後
に
「
何
事
も
コ
ツ

コ
ツ
と
す
る
の
が
一
番
。

い
き
な
り
、
一
流
の
技
能

士
に
な
れ
る
こ
と
は
な
い
」

と
次
を
担
う
若
手
に
エ
ー

ル
を
送
っ
た
。

　
鹿
児
島
工
業
高
校
出
身
。

日
本
大
学
を
卒
業
後
、
ス

ペ
イ
ン
で
柔
道
を
指
導
し

た
こ
と
も
。
１
９
７
６
年

に
入
社
。
ま
た
、
組
合
以
外

に
も
県
技
能
士
会
連
合
会

長
、
県
建
築
専
門
業
団
体

連
絡
協
議
会
長
を
務
め
る
。

鹿
児
島
市
に
夫
人
と
２
人

暮
ら
し
。
柔
道
７
段
、
１

９
５
１
年
生
ま
れ
の

歳
。

(

徳
永
裕
樹
・
報
道
部
記

者)
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若
年
層
の
建
設
業
界
へ
の

入
職
促
進
を
娃
。
第
一
建
設

（
木
山
裕
継
社
長
、
姶
良
市
）

は
、
こ
れ
ま
で
の
土
木
の
イ

メ
ー
ジ
を
変
え
て
、
若
者
や

女
性
に
も
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う

と
、
作
業
服
を
一
新
し
た
＝

写
真
＝
。
長
年
着
用
し
て
い

た
上
下
・
グ
レ
ー
か
ら
、
上

着
は
赤
色
、
ズ
ボ
ン
は
黒
色

に
。
斬
新
な

デ
ザ
イ
ン
で

業
界
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ

に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
同
社
は
創

業

年
を
迎

え
る
。
令
和

の
新
し
い
時

代
に
心
機
一

転
、
さ
ら
な

る
成
長
を
目

指
す
。
深
刻

な
人
材
不
足

が
叫
ば
れ
る

中
、
若
年
層
の
建
設
業
離
れ

を
何
と
か
し
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
作
業
服
を
新
調
。
女

性
社
員
を
中
心
に
、
素
材
や

機
能
性
を
追
求
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
地
味
な
色
の
作
業
服

が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
あ

え
て
派
手
目
の
赤
色
を
選
択

し
、
着
心
地
や
動
き
や
す
さ

に
こ
だ
わ
っ
た
。

　
向
江
副
社
長
は
「
建
設
業

は
地
味
で
、
い
ま
だ
３
Ｋ

（
き
つ
い
、
汚
い
、
危
険
）

の
イ
メ
ー
ジ
が
根
強
い
。
見

た
目
の
印
象
も
大
事
で
、
明

る
い
イ
メ
ー
ジ
で
若
者
が
あ

こ
が
れ
る
業
界
に
し
た
い
」

と
し
、
「
通
気
性
や
作
業
性

が
良
く
社
員
に
も
好
評
。
作

業
服
を
そ
ろ
え
る
こ
と
で
会

社
の
一
体
感
に
も
つ
な
が
る
」

と
話
し
た
。

　
薩
摩
川
内
市
出
身
（
東
大

小
路
町
）
で
川
内
川
河
川
改

修
の
礎
を
築
い
た
山
本
實
彦

氏
の
功
績
を
た
た
え
、
銅
像

＝
写
真
＝
が
建
立
さ
れ
る
。

設
置
に
向
け
て
は
、
県
建
設

業
協
会
川
内
支
部
の
廣
瀬
十

士
支
部
長
ら

人
が
発
起
人

と
な
る
顕
彰
委
員
会
（
発
起

人
代
表
・
山
元
浩
義
氏
）
が

寄
付
を
募
り
、
企
業
や
個
人

か
ら
約
１
０
０
０
万
円
を
超

え
る
浄
財
を
集
め
た
。
そ
の

中
に
は
、
市
内
外
の
建
設
業

者
約

社
も
協
力
し
て
い
る
。

　
銅
像
は
、
全
身
３
・

ｍ

あ
り
、
川
内
川
を
見
渡
せ
る

市
街
地
部
改
修
が
進
む
国
道

３
号
太
平
橋
右
岸
の
上
流
側

に
設
置
。
５
月

日
に
は
除

幕
式
も
行
う
予
定
。

　
山
本
氏
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
と
し
て
苦
難
の
時
代
を

経
て
、
大
正
８
年
に
改
造
社

を
興
し
、
１
円
と
い
う
破
格

値
で
「
現
代
日
本
文

学
全
集
」
を
発
行
す

る
な
ど
、
斬
新
か
つ

大
胆
な
ア
イ
デ
ア
で

「
出
版
界
の
革
命
児
」

と
呼
ば
れ
た
。
昭
和

５
年
の
衆
議
院
議

員
選
挙
で
ト
ッ
プ
当

選
し
、
与
党
・
民
正

党
の
議
員
と
し
て
、

「
暴
れ
川
」
の
異
名

を
持
つ
川
内
川
の
治

水
の
た
め
に
当
時
４

２
０
万
円
（
現
在
の
時
価
で

１
３
２
億
円
）
も
の
国
家
予

算
を
導
い
た
。

　
事
務
局
に
携
わ
っ
た
、
建

設
資
材
を
扱
う
ナ
カ
ノ
の
中

野
義
彦
相
談
役
は
「
未
来
を

担
う
若
者
に
郷
土
の
偉
人
を

知
っ
て
ほ
し
い
。
リ
ー
ダ
ー

の
役
割
の
大
切
さ
や
生
き
る

様
を
元
気
な
子
供
た
ち
に
伝

え
て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

　
い
ち
き
串
木
野
市
は
か
ご

し
ま
国
体
の
炬
火
リ
レ
ー
走

者

人
を
募
集
し
て
い
る
。

期
間
は
５
月

日
ま
で
。
募

集
は
、
郵
送
や
フ
ァ
ク
ス
、

メ
ー
ル
な
ど
で
受
け
付
け
る
。

結
果
は
、
５
月
下
旬
に
予
定
。

　
リ
レ
ー
は
８
月

日
に
実

施
。
コ
ー
ス
は
、
市
来
弓
道

や
、
羽
島
黎
明
な
ど
市
内
５

コ
ー
ス
で
計

区
間
を
予
定

し
て
い
る
。

　
対
象
は
、
同
市
に
住
所
を

有
し
４
月
１
日
現
在
で

歳

以
上
の
者
や
、
走
行
す
る
区

間
を
他
の
リ
レ
ー
走
者
と
協

調
で
き
る
娃
な
ど
。
詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。 

　
問
い
合
わ
せ
は
、
教
育
委

員
会
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
国
体

推
進
係
（
☎
０
９
９
６
・
２

１
・
５
１
２
０
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
３

６
・
５
２
２
８
）
ま
で
。

。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

。。。。。。。。 。。。。。

。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。

。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。


